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三
、

自
衛
權
に
訴
ふ
る
.場
合

國

家

は

其

存

立

又

は

權

利

が

他

國

の

，行
.爲
、不
行
爲
又
は
他
國
內
の
出
來
事
に
因

險
に
瀕
し
此
危
險
を
避
け
ん
が
爲
め
に
他
の
平
穏
な
る
手
段
に
依
る
の
暇
な
き
と
き
は
其
國

0
對
し
實
力
を
加
ふ
る

こ
：
と

を

得
べ
し
。
國

.際
法
上

こ
れ
を
國

家
の
良
衛
權

又

は

自

存

權
ビ 

云
ふ
。

(

註
S
 

:

广註山
-c
之

^
愤
利

'
、
/
稱
す
る
こ
と

^

る̂
や
じ
就
て
方
ノ
ソ
ベ
ン
ハ
ィ
ム
は
货
梅

^
か
莒
へ 

R

f

に
非

T

し
て

「

國

■際
法
に
依
リ
認
め
ち
る
、

な
り

」

と
云
へ
リ

c
(
o
p

 

l

i

l

 

V
O
L

 

V
P
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1
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5
, 

s

i

s

l

n

.

)

然

k

ど
も
余
は

i

の
通
說
に
從
ひ
之
を
描
利
と
呼
ぶ
可
し
。

,
.此

故

に
國
家
が
自
衛
權
に
訴
へ
て
他
國
に
'實
カ
即
ち
兵
力
を
加
ふ
る
場
合
は 

• 

I
;
.
國
.家
の
存
立
女
は
權

'利
が
現
に
危
險

k

顔
す
る
：こ

V
J

を
要
す

-

興
危
險
が
未
だ
發
.生

せ

ず

若

し

く

は

遠

が

將

來

に

發

生

す

る

も

の

な

ら

ん

!:
は

現

に

危

險

に

瀕

す

る

も

の

•に

非

ざ

•
' 

. 

, 
...

、

が
故

に

自
術
權
：に
訴
，ふ
る
こ
く
を
得
す
°
.

例
へ
ば
隣
國
が
我
國
境
に
對
し
明
に
侵
略
の

M 

思
を

.
'以
て

1C(

力
を
集
中
す
る

^

如
き
は
國
家
の
#
立
が
現
に
危
險
に
瀕
し
た
る
も
の
な
れ
ど 

も
軍
に
：普
通
に
；取
婶
：を
擴
張
：す
る
の
行
爲
は
之
に
依
て
現
に
危
險
に
瀕
し
た
る
も
の
ビ
認
む

.
る

を

得

：ざ

る

こ

と

勿

論

な

ぅ

。

但

し

典

果

し

て

現

に

危

險

U

頸
す
る
も
の
な
り
や
否
や
を
判

- 

’ 

...：，

*.
■. 

'

 
.

.

,

;斷
す

る
も

の
は
自
國
に
外
な
ら

W

る
が
故
に
國
家
は
其
事

.實
に
就
て

rii
心
的

5

斷」
(
c
o
l
e
n
-

 

tious 

j
u
d
g
m
e
n
t
)

に
依
て

_

ら
^
す
可
き
の
み
。
而
し
て
其
‘危
險
に
瀕
す
る
も
の
は
單
に
國
家 

の
存
立
の

'み
な
ら
ず

'其
他

—*
切
の
權
利
に
就
き
苟
も
危
害
の
切
逍
し
た
る
を
自
覺
す
る
と
き 

は
自
衛
權
に
訴

■ふ
へ
る
；
こ

と

を

得

，べ

し

。

'
:從
：來
學
客
の
大
多
數
は
國
家
の
#
立
が
危
險
に
瀬
し 

た
る
場
合
に
の
み

.寧
衛

"權
の
發
，動

を

認

む
ノ
レ
雖
も
國
家
：は
單
ビ
其
稃
立
の
み
な
ら
ず
其

一

切 

の

權

利

：
に

就

て

危

險

，の

劫

|迫
を
防
衛
す
る

0

準
利
を
有
せ
ざ

る

可
か
ら
ず
。.
然
ら
ざ
れ
ば
國 

家
の
有
す
る

.一
切
の
權
利
ば
常
に
安
固
な
る
を
得
ざ
れ
ば
な
り

.。
況
■や
國
家
の
諸
權
利
は
國 

家
を
の
も

声

\
#;
立
を
党
全
に
保
持
す
る
所
以
の
：要
素
に
外
な
ら
ざ
る
に
於
て
を
や
。
此
故 

に
余
は
故
ク
エ
ス
レ
ー
キ
が

&

衡
權
を
解
し
て

y
, 

state'may 

defend 

itself、
b
y

 

preventive 

means 
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necessary, 

against 

a
t
t
a
c
k

cr
N
p
n
o
t
h

fp
r state, threat 

of attacvor- 

orepa- 

rations 

o
r 

other 

conduct f
r
o
m

 wbicli am intention to 

attack m
a
y

 reasonably be 

apprehended 

と

J

ベ
 

興
所
謂
 

a
t
t
a
c
k

s:
る
意
味
を
 

In attack 

w
e

 include 

all violation of the leg
a
l

p.
^
cr
&•
氐

s 
o
f
 
ぼ 

subjects, 

whether 

D
y

 

the 

offenamg 

state 

o
r 

b
y

 

its 

subjects 

without 

due 

repression b
y

 

 ̂

o
r 

a
mple 

compensation 

w
h
e
n

 the nature 

of the case admits 

compensation 

s 
說
け
る

^.
是
認
す
る
も
の

S
P
O

s'
七)

へ̂..七ン
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2

.
其
危
險
は
，他
國
：の
一
行
■爲
示
：行

爲

又

は

他

國

內

の

.出
來
事
に
原
因
す
る
こ
ど
を
要
す
。，
 

他
國
の
行
爲
が
危
險
の
原
因
た
る
場
合
は
：最
も
普
通
な

t
 

.佘
は
之
を
積
極
的
原
因
と
名
づ 

く
。
他
國
の
不
行
爲
が
原
因

.た
る
場
合
は
其
國
が
或

.行
爲
を
爲

3 
^
る
に
因
り
生
す
る
危
險 

の
‘謂
.ひ
に
し
て

g

へ
.
.ば
其

®

に
在
留

.す
る
自
國
.民
の
生
命
財
產
が
暴
徒
の
爲
め
に
危
寄
を
加 

.へ
'ら

る

，
、

も

該

國

：政

庇

は

其

，怠

':慢
に
因
ぅ

#
?し
く
は
無
力
な
る
に
因

t

之
を
保
護
せ
す
又
は

i 

^
 
 ̂

I

保
譴
す
る
能
は
ざ
る
場
合
に
於
け
る
危
險
は
之
に
腐
す
。
佘
は
之
を
消
極
的
原
因
と
呼
ぶ
可

し
。

而
し
て
其
行
爲
、不
行
爲
が
危
險
の
原
因
た
る
，に
は
典
國
の
惡
意
に

出

で

た
る
と
然
ら
ざ

m
i
P
I

る
ビ
は
問
ふ
所
に
非
ざ
る
な

&

°
又
他
國
の
出
來
事
が
危
險
の
原
因
泞
る
揚
合
は
極
め

y

稀 

'な
れ
ど
も
例
へ
ば
國
境
附
近
を
流
る
'、
隣
國
の
河
水
が
遽
に

iB
濫
し
て
自
：國
内
に
流
入
す
る 

0.
恐
，％
る
場
合
に
國
家
は
其
.河
川
の
堤
防
を
破
壤
し
て
河
水
を
放
流
し
以
て
自
國
の
領
土
及 

■び
，住
民
の
生
命
財
：產
の
ハ
安
奈
を
期
せ
.ざ
る
可
，が
ら
ず
。

而
し
て
其
'危
險
の
原
因

/a
る
出
來
辦 

,の，責
任
が

0

該
國
家
に
在
る
と

®
と

，は
問
ふ
所
に
非
ず

。

3

'
此
危
險

：

を
避
く
名
に
：他
に
平
，
な
る
手
段
に
依
る
の
暇
な
-き
と
き
に
限
り
實
カ
を
州 

ゆ
る
乙
ミ
を
耍
す
。

::
:
平
穩
な
：る

^

段
ミ
は
ー
切

0
外
交
上
の
手
續
を
云
上
。
例
へ
ば
對
手
國 

べ
に
被
_

眷

吿

を

爲

し

：
其

反

：

®

を

求

む

る

が

^

し
。

若
し
も
：是
等
'平
穩
の
手
，魏
を
用
ゆ
る
の

#
 

裕
ぁ
ら
ん
に
は
，：危
險
は
現
に
切

&

し
た
る
も
の

■に
#.
ざ
る
が
故
に
直
に
之
に
實
カ
を
加
ふ
‘る 

の
'要
な
し
。
此
故
に
對
手
國
に
：對
し
て
實
カ
を
加
ふ
る
は
或
危
險
が

g

に
切
迫

‘近
接
し

V

之 

を
避
く
ゐ
に
他
の
.手
段
を
施
す
の
暇
な
き
ま
で
に
直
接
且
つ
急
迫
せ
る
場
合
に
の
み
限
る
も 

の
に
し
て
現
に
危
險
に
瀬
す

^

J

雖
も
若
し
他
の
手
段
に
依

b

て
之
を
-®く
る
こ
と
を
得
ん
に 

は
自
，衛
權
に
訴
ふ
る

Z

ビ
を
得
ざ
る
も
の

v
j

云
ふ
可
し
。

即
ち

.ル
そ
：一
國

.が

.其
：自
衛
權
：に

訴

^

へ
ん
と
す
.る
に
は
必
ず
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S 

以
上
、の
三
喪
件
を
具
備
せ
ざ
，る
，可
か
ら
ず
。

若
-し
是
等
要
件
の
一
，に

し

て

具

は

ら

ざ

る

‘に
论 

て

は

の

.名
に
依
て
低
亂
に

.兵
力
を

.
の
他
の
實
*
的
干
渉
を
加
ふ
る
こ
ヾ
し
能
は
ざ
る

も 

©

な
p 

o 

.之
を
古

.來
，の
先

‘例
.に
«
す
.る
に

ft
外
の

_

際
法

'の：著

#
:に
钒

‘用
せ
ら
る
、

®
も

著 

名

J

も
の

I

f

• 

a
* 

丁
执
艦
隊

_

«

*
件

.：
一
八

0

七
：年
チ

.
ぐ
シ
：
ッ
ト
：條
：約
の
.後
'英
.國
は
此
條
約
の
秘 

ゾ
：密
、條

碟

电

K佛
；；

國

ば

丁

ハ

抹&
«
:隊

ゼ

奪

.
ひ

以

て

之

を

英

“
國

攻

«

R
.使
用
'す

る

こ

と

を

#

ベ 

i

r
を
辱
め
.た
.る

由

を

探

知

し

^

公
'0
依

て

英

國

は

T

抹
k

吿
•ぐ
：る
に
：其
艦
隊
を
英
國
に： 

渡
す
可
き
こ
と
、戰
；爭
終
ら

«.
之
を

®
V」

を
以
し

^

る
に
丁
妹

/は
之
を
拒
'絕 

し

た

る

を

以

て

英

國

：は
.危
_

の
.急
长
：る
を

®

じ
其
海

'軍
を
し
て
ゴ
ー
ベ
ン
ハ

J

ゲ
ン
を
玫 

.擊

し

：且
：
つ«
續

陳

5:
.奪

去

&

し
 ̂

:
■
'

.

,

b 

. C
a
r
o
l
m
e

m:
事

：件
'
,
,
-八
.三
七
^

_
奈

陀

{<
_內

亂

を

.生

.

.じ

.た

K
y
,し
際
、暴
徒
數
；̂

、米

^

_

な
る
チ
ィ
ヤ
ガ

1フ
；河

ヤ

の

「

：岛
に
據
：ぅ
：米

人

の
援
助
の
.下
.に

c
a
r
l
e

な
■る 

一
®

を
織
裝 

し

將

に

加

奈

陀

に

@

入
せ
ん
>
V
Iす
：る
や
加
奈
，陀
政
府
：は
之
..を
探
知
し
米
領
內
に

®
隊

?:
發 

し

C
a
i
n
e

 

.號
を
揄
獲
し
其
武
器
と
共
に
ナ
イ

.ャ
ガ

.ラ
藥
布
に
放
：流
し
た

6
。

米
國
よ

ぽ

f 

——

' 

. 

. 

'
 

:

'

.領
，
i
主
.擁
：を

*侵
：齊
し
，

‘た
る

•_も
.の
な
な
と
て
之
に
抗
議
，し
片
れ
ど
も
英
_

ば

其

自

衛

«

R

S
 

■

で
拕
.，る

令

鋳

：證

し.：て
事

11
:
/み
れ
ぅ

0

' 

.
,
0.
*

1

>日
^

>
;:

島
海
贼
事
件
ブ
米
倒
フ
口
リ
ダ
州
な

.
る
セ
ン
ト
、メ
リ

i

ス
河
'の
河
口
に 

'
-

畔
 

-

-

A一：七
，年
其
島

0

:
你
ほ
西
班

.牙

.
傾
な
々
し
：頃
、海
賊

^

の
手
卞 

.

:
に

燭

す

：る
，：賊.徙
；
の
-

群

:«
:

9

 

然 

る
.
‘に

；
西

班

，
：
牙

’政
府

.は
當
時
そ
の
カ
離
弱
に
し
て

^

を
血
ふ
こ

£

0

は
ざ
ゎ
し
ょ

P

米
國
大 

‘ 

.絲
#

:

モ
.

ン
I 
ロ
丨
，嶙
軍
隊
：を
：同
島
杞
派
遣
じ
其

«

徙
.を
*

逐
し
，
«

據

M
雄に海
賊船を
破壊、

一
 

 ̂
u 

 ̂

r 

- 

M
 

 ̂

、 

、

' 

ン

：
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バ 

:國
家
自
衛

.'權
の
名
に
依
り
て

|

0

が
他
國
に
兵
力
を
邶
ふ
る
分
法
の
*
合
に
嚴
密
な
る
制 

K

 

限
あ

.る
こ

£
果
し
七
以
上
：の
如
.し
ビ
せ
ば
日
本
軍
隊

.が

'«
に
西
比
利

35
に
在
り
て
過
激
派
の 

V 

諸
.箪
.と
\戰
び
，つ

\

*
る
は

.之
：を
自
衛
權
の
作
用
：終
依
て
說
明
す
る
こ
ビ
を
得
べ
き
や

0

試
に 

?

®
比
利
墟

0
,
0
0
.

と
"日
本
鞋
兵

0
.實
请
を
前
記

H

M

f

:に
照
し
て

#

察
す
る
に

：

.

, 

I
,
.
,
西
比
利

35
に
於
け
る
過
，激
派
の
勝
利
は
我
國
家
の
#
立
又
は
權
利
を
现
に
危
臉
に 

r 

笫

十

羅

C
5
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瀕
せ
し
む
、る

-も
の
な
み
や
。
過
'激
派
の
窣
ず
る
主
義
は
コ
ム
ミ
ユ
二
ズ
ム
に
し
て
现
代
諸 

.
0 

 ̂

^
 

 ̂

,
'
5
. 

V 

M 

M
.
ょ
.ぅ
願
®
す
る
の
革
命
を
期
圖
す
る
も
の
な 

る
が
故
に
何
れ

-の
國
に
取
り

'
.て
も

.過
'激
派

0
'主

_
_思
想
の
危
險
有
害
な
る
乙
と
•
す
ま
で 

i

な
し
ビ
雖
も
現
に

露
.國
過
激
派
の

期
す

る
所

は

其
自
國

領
土
の

.
一
部
た
る
西
比
：利

35
に 

此
主
義
を
行
は
.ん

i

す
；る
に
茌

6
.
て
固

.ょ
り
日
本
を
目
指
し
て
東
進
し
つ
、
ぁ
る
も
の
に 

非
ず

,0
他
日
或
は
其
所
謂

^

ル
セ
ク
イ
ズ
ム
を
日
本
に
も
寘
傅
せ
ん
ご
し
て
西
比
利

3S
の 

過
.激
.派
が
，何
等

か
の

手
：'段
'に
'出
づ
る

.こ
'.
じ
あ
る
や
も
知
る
可
か
ら
ず
ビ
雖
も
少
な
く
ビ
も 

西
：此
刺

3§
に

於

け

る

海

微

；派

.の

活

動
は
其
目

的
に
於
丸
も
又
，其
實
：
カ

に

，
於

て

.
も日
本

0
存

立
も
し
く
は

.
'如
何
：
な
る

*
利
も

之
を

し
て

現
に
危
險

亿
瀕
せ
し
む

る
者
と

は
認

む
る
を

0

■ 

. 

; 

:■,
:

.

:

ず
。
他
日
我
に

S
し
如
何

.
«る
危

#

を
，加
ふ
る
に
至
る
や
も
知
れ
ず
ビ
.云
ふ
が
如
き
遠
き 

將
來
の
危
險

■に
備
へ
ん
.が
爲
め
に
露
國
內
に
軍
隊
を
入
れ
過
.激
派
を
討
伐
一
す
る
も
の
な

b 

ビ
せ
ぱ
政
治
的
も
し
ぐ
は
軍
略

.的
に
は
何
等
か
：の：理
由
を
®
し
得
ざ
る
に
非
ず
ビ
雖
も
典 

驻
英
の
名
義
は
之
：を
.國
象
自
衛
«
に
假
る
ご
と
を
得
ざ
る
な

h
e 

、ポ

y

セ
ク
ィ
ズ
ム
の
侵 

入
を
西
比

.利

£
40:
«

野
に
弾
九
を
放
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防
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!
;し
得
ベ
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し
と
信
す
.る
H
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陸
®
の
無
智
無
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は
自
衛
儒

の
假

用
ボ

依

て

之
令
掩
ふ
能
は
ざ
る
所
な

6
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2 

.

國
家
が
其

* ;

立
^

は
權
利
に
對
し
て
感
す
る
危
險
の
原
因
は
他
國
の
行
爲
、不
行
满
、

又
は
他
國
內
の
出
來
嚷
，が
何
れ
る
を
問
は
ざ
る
も
の
な
る
が
故
に

0
家
が

餌

衛
權
に
訴
へ

, 

:
v他
國
に
實
力

.を
：加
：ふ
る
^
♦
ば
其
範
圍
甚
だ
廣
し
ビ
云
は
ざ
る
可
か
：ら
ず
。
然
る
に
露

國
は
今
日
恰
克
，

_

政
，府

0
撒
態
に
し
：て
：國
內
兵
亂
相
續
ぎ
就
巾
、過
微
派
の
暴
虐
は
最
ち
甚

だ
し
く
從
民
に
對
し
て
；肩
殺
掠
奪

.̂
«

に
す
る
、其
蠻
狀
は
殆
ど
所
躍
恐
婶
時
代

」

を
現
出
し

.;
■'■ 

. 

I 

. 

- 

■ 

■

--
-

•
た
る
ネ
の
な
ぅ
。

::
:

_其
.

*
害
の

'
及
.ぶ
所
、遂
.に
ば
我
西
比
利
鹿
在
留
民
の
生
命
財
產
の
安
全
も

' 

-

. . 

* 

.

.

. 

, 

.

• 

. 

. 

. 

•

之
を
保
す
る

Z
'
と
能

‘は
.ざ
名
に
免
る
や
も
知
る
可
か
ら
ず
。
否
な
現
に
西
比
利

35
各
地
に

r
. 

.

.

. 

.

;、
 

：

.̂
留
す
る
归
本
人
に
し
て
過
激
派
暴
徒
の
爲
に
殺
窖
せ
ノ
ら
れ
又
は
其
財
產
を
强
奪
せ
ら
れ 

7
 

た
る
も
の
少
な
か
ら
ず
。

;;

過
激
派
の
勢
力

い

ょ

く

來
方
に
進
ま
ば
此
種
の
危
險
は
ま
す 

I
:

,'. 

, 

_ 
x

\

甚
だ
し
か

ら
.ざ
名
，
を
#
ざ

る

可

し

。

果
.
し

て然
ら

ば
日

*

政
府
は
是
等
西

比

利

25

在 

. 

留
民
の
保
談
の

/爲
め
，.に
寧
隊
を
露
國
領
土 

_內
に
入
れ
進
で

*

激
派
の
暴
徒
を
討
伐
す
る
.は

前
記

>

日
&

”

島
：'海
贼
事

.件
の
：先
例
に
徵
す
る

^

自
衛

*

に
.基
く
當
ー
#
合
法
の
處
膣
な
り
ぐ
し 

辯
す

' 
る
.
も
の
.
* -

る

ゃ

-%

知
る
：
.可
.

か

ら
'
^

o
 ....世
.
間
0

'
一'
.部
.
.
'
^
'
西
.
比
利
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す
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第
二
號
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一
 
二
八

'

‘

0-
.
V中
に
此
，顧
の

r
i實
を
權
ふ
る
も
の
，あ
る
は

.余

の

：聞

：知

す

.

.
♦
所

 

西
比
利

5S
0
现
- 

:
;

狀

.が
殆

'ど

,

政
府

k

近
.き
有
機
な
る

.は

事

實

汰

過

激

：

.派
0

暴
徒
；か
所
在
に
良
说
を
虐 

ゝ
殺
ん
又
は
財
物
：を

掠

奪

.じ

つ

、

あ
6

’と
.の
說
も
屢
；
傅
へ
ら
る

-、
所
な
り
。

日
本
の
在
留 

K
中
’此
炎
厄
に

«

6
た
る
，
■ネ
の
多
少
の

.實
例
あ
る
こ
ど
も
亦
從
來
耳

R
;す

る

所

な

K
V
O
.
然 

:

■
れ
ど
も
余
は
舉
贫
實
て
日
本

®c
府
杏
然
の

®

明
，す

し

て

我

軍

隊

の

西

比

利

2S
に
駐
屯
し
過 

,

:

:激
.派

ビ

戰

ひ

0

>
あ
る

目

的

は
':
一
 

に
在
留
民
の
保
識
に
、在
ぅ
と
の
.辯
明
を
承
知
し
た
る
こ 

.

.

:

$

な
し
。：
或
は
之
を
附
帶
の
理
曲
ビ
し
て
出
晃
を
辯
明
せ
ん

:̂
す
る
に
¥;る
や
も
知
れ
す 

,w

雖
も
旣
に
典
主
た
る
理
由
に
し
て
合
法
な
ら
ざ
る
以
上
こ
れ
に
如
何
な
.る
他
の
ロ
實
を 

附
.帶
せ
し

U
る
も
離

®

牽
鲅
附
會
の
遁
辭
の
み
っ
：
斷
じ
て
國
民
を
欺
く
能
は
ざ
る
な

b

o

,

.
 

況
や
世
間
に
傅
-へ
ら
る
く
過
激
派
の
緣
虐
に
就
て
は
餘
程
割
引
し
て
之
を
聞
く
の
耍
あ
る

.

.

.

.

 

-
:

の
み
な
ら
ず
歐
露

§

實
狀
に
徵
す
る
も
內
外
の
良
民
は
過
激
派
の
爲
め
に
決
し
て
座
殺
せ 

:

ら
れ
た
る
に
非
ず
。
現
'に
國
爲
そ
の
猪
に
安
ん
じ
つ
、
あ
-る
の
事
實
は
過
激
派
政
府

0

決

•
 

し
七

.外

即

に

風

說

，せ:&
る
，、
如
く
野
蠻
猛
惡

な

る

も

の

に
非
ざ
る
を

m

g
す
る
に
於
て

を

や

。

M

IC
,祝
ゃ
汩
沐
在
馏
民

，の

生

命
财
產

も

し

く

.1
1
西
比
利
餌

R
於

け

る

我
新
利
權
の
保
議
を

云
冷
す
ビ

_
も
其
保
議
せ
ら
る
可
き
目
的
の
質
及
び
量
に
比
し
て
三
與
以
上
の
，大
兵
の
駐 

屯
は
他
に
重
大

.^
る

必

要

，の

理

由

な限y

事

#
上
.非
常

に
過
大

な
る

の

み
な
ら
ず
或
論 

者
が

収
て
以
て
有
カ
な
る
现
由
ビ
爲
せ

る
西
比
利
亜
新
利
權
云
冷
の
如
き
實

.从
其

®

の

み 

徒
に
大
に

^

て
現

.に
：殆

ど

何

等

價

#:
ぁ
る
利
權
を
發
見
し
た
る
こ
ビ
も
な

く

之
を
.獲
得
し 

た
る
も
の
，も

:̂
き
7事
，實

«

る
.
.於

^
'を
や
。
：

-

3

.自
顧
權
は
國
家
が
：興
急
迫
を
威
ず

,^
危
險
を
避
く

る

に
他
に

^

舞
な
る
手
段
に
依 

る
の
暇

.な
X

き
之
に
訴
へ
て

'實
ガ
を

'用
ゆ
る
こ
ビ
を
得
べ
き

'も
の
な
々

S

せ
ば
現
に

.無 

政
府

;:
4

し
く
は
；政
、府
の
；細

カ

な

る

露

國

に

.對

^

取
の

_

れ
る
'危
赕
を
除
去
せ
ん
こ
ビ
を
彼 

に
求
，む
る
は
無
益
の
：沙

汰

,«
る
％
故
に
日
本
は
其
参
坞
せ
る
危
險
を
避
け
ん
が
爲
め

R
軍 

隊
を

.西
比
荆

31

R
:派
遺
し
た
る
、は
合
：法

な

り

と

云

ふ

こ

ど

を

#

ベ
き
が
細
し
0

然
れ
ど
も 

日
.本

政

If
f
.が
今
^

ま
：で
.公

式

又

は

,

公
-式
に
'內
外
.に
^
:明
し
た
.る
：所
，の
出
*

理
'
_
■«
る

も 

の
、
'中
に
は
チ
：
ェ:"

:<
ス
ロ
丨
グ
ァ
ッ 

> 
の
救
«
ビ
云

a
西
，比
：利

25
0:
:秧

/¥
雜
持
ビ
云
ー

a 

荐
し
く
は

.鐵
道
の

：

管
理

.

X
1
K
、

CA
何
れ
、も

H
本

0
.存
立
又
は

«

^
が
，現
右
危
險
に
瀬
し
た
る 

を

®
す
る

.

.も
の
な
く
貴
重
：な
る

' 我
兵

±
,
は
.
一
に

®
國
の

«
め
に
犬

馬

の
：勞
に
服
し
つ

ゝ
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の
.¥

令

w
;0
.外
、こ

.れ
を
推

«
す
る

.こ

S
能
は
 

>ざ
る
が
故
に
日
ヾ
本
は
'其
存
立
又
は
推
利 

が
危

»

に
瀕
し

^

る
，が

舊

め

に

止
む

を

得
.ず
し
て
出
兵
し
た
名
に
非
ず
。
舉
し
て
然
ら
ば 

I

*

■.
.の
.現
.狀
が

■

政

，
府

も

し

：
く

^

放
府

'-
0

,無
：ヵ

.

.な
る
が

'爲
め
に
他
に
平
穩
な
る
手
段
に

_
 

ふ
，る
を

;'
#
.す
、止
：む
を

^

^

^
て
::
*

に
^

_

た̂

<

ビ̂
の
辯
：
«]
，は
最

”
^
;1
ら
：
物

*'
を
，爲

%

v

る 

,
も
b
 

し
，V.

少
な
く

‘

5:
,

«:L
.つ 

>
;:
f

e

„:0
!:;
i

«

v̂g
>
る
、
も
辯
‘疏
の
辭

'
%か
ゐ

'可 

1
^
0

.日

.妹

.

M

隊
の
：西

，f

 :
M
k

知

る

行

，
.
-©
は
，之
，を
國
家
，自
，

■衡
權

0
#
,用
_に
.，依
て
說
彻
す
る
能 

は
，

と
即
、

_
.の
如
も

-:
0

雜
ち
ば
合

.法

.f
t

る
.干
#
.の
名
に
侬
て
之
を
姆
疏
す
る
.こ
と
を 

得
べ

^

や
。：

¥
,等
^

_

^
;̂
^
も
.の
^
しy
 

.
•翁
^

^

.場
合
七
：於
吩
る
干

.

.を
合
法
ビ

P
IT 

可
^
,や
。

■
抽
_

調
の

'駐
，.兵
^:

果
し

v

%:

法
な
る
干
涉
の
要
件
を
具
備
せ
る
や
否
や
。
逛
れ 

余
、.か
贺
に

.論
‘明
せ
ん
と

.獄
，す

.る
所
な
：>
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1
|

1
I
丨;
i

结

1I
4
s,
11
I

m

輝

十
/

:
英

國

布

炭

業

委

_

會
：
：
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報

吿

の

，概

要

(

上

:

ニ

-

^
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^
-

爽
國
石
炭
業
委
員
會
報
吿
書
中
、.
‘
の
«
?
し
た
る 

は
中
間
報
吿
書
一
ー
4

册
#
に
第
11

段
報
吿
書.

一
册
に
«
ぎ 

す
。
然
れ
ど
も
之
を
_

す

れ

ば

英

國

に

於

て

石

炭

.業 

殊
に
炭
礦
國
有
若
し
く
ば
舞
f

酒
問
題
に
1

る
興 

論
の
如
何
な
る
趨
勢
忙
©
り
又
如
何
な
る
歸
趣
.を
吿
ぐ 

可
き
や
を
知
る
の
使
^
0爲
る
も
の
，少

な

し
^
せ
ず
。
其 

_

を

拔

抄

す

可

し。
：

.
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一)

第

ー
*
&間

報

吿::
:

ぺ

.
'

此
輟
吿

*
に
®
名
し

.打
る
：は
、：
委
員
長
ナ
ン
ヶ1
氏 

#

M寶

バ

\

フ
方

1

0

ッ
.カ
ム
、
口
ィ
デ

\

の

一

11

氏
に
し
：て，1

一
十
六
個
條
の'狒
吿
ビ
十
六
個
條
0
報 

告
V
J'-
l

b
威
り
、
卿
吿
は
蘇
坑
に
#
け
る
勞
働
時
如
と 

猶
餵
？
の
兩
者
に
關
聯
す
。
即
ち
.

(
-̂

$

0

^

M
 

て
は
：、
.
千
九
吉
八
年
の
炭
坑
制
限
法
即
ち
敏
俗
瘃
八
時 

彻

法v

M
音

も

る

、
も-
©に

於

て

、
.
坑
內
勞
働
時
間
の 

®

眼

八

時

間̂
あ
る
を
千
^

ー:&
十
九
年
七
月
十
六
日

以 

後
七
時
間
i
し
、
尙
ほ
：千
九
百
二
十
年
末
に
於
け
る

.

炭 

坑
業
の®

濟
的
狀
態
に
；依
り
、
千

九

不

一

年
七
月 

十

三

泪

以

後

六

時

間

と

し

、

(

一D

千

九

：白
十
九
年
七
月 

十
六
日
以
後
炭
坑
の
«
上
.に
於
け
る
勞
働
者
の
勞
»
時

、
 

間
を
食
辦
時
間
*
除
さ
、侮
週
.四

十

六

時

間

ビ

し、

(

1
6 

炭

坑

勞

働«
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